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音ゲーとの出会い

GUITAR FREAKS と drum mania は、い

ずれもコナミから発売されている「音楽ゲー

ム」いわゆる「音ゲー」です。ゲーム形態と

しては、流れてくる音楽に合わせて、ボタン

を押すなどの操作をするものです。

それまでも単発でそうした形態のゲームは

見受けられましたが、Play Station(=PS)用ソ

フト「パラッパラッパー」（ソニー）や、Beat

Mania（コナミ）あたりから、一つのジャン

ルとして確立していきました。中でもコナミ

は「BEMANI（ビーマニ）」ブランドを立て

て、本格的な開発に乗り出しました。

まだ BEMANI ブランドになる前ではあり

ますが、Dance Dance Revolution(=DDR) も

音ゲーの一種です。Beat Mania が比較的静

かなブームだったのに対し、DDR は爆発的

なヒットとなり、ゲームセンターで長蛇の列

を作るほどでした。PS 用 DDR には専用「足

踏みマット」まで発売される始末です。これ

もまた、品薄になりました。当時秋葉原に勤

めていた私は、よく他人の分まで買いに走っ

たものです。

さて、BEMANI ブランド設立後に発売さ

れた GUITAR FREAKS。最近このホームペ

ージでは、開発当初の裏話が載っているので

すが、それによると最初は（というか今でも）

弦を押さえる部分が、ゲームセンターによく

あるゲームのボタンをそのままくっつけたよ

うなモノでした。ピックも上下に移動するだ

けのものですし、リアリティには欠けるので

すけど、それでもこれまた、音ゲーブームに

も乗ってヒットしました。ナムコがこれに対

抗して、弦の部分も比較的リアルに押さえる

タイプのゲームを作りましたが、どうしても

後発の弱みは拭えませんでした。

さて、ギタフリも好調な頃、「ドラムのゲー

ムが出る」とのウワサが流れました。「ドラム

って…あんな巨大なドラムセットがゲームセ

ンターに?!」と、半分疑いつつも、どんな姿

で登場するのか、興味津々でした。仮にサイ

レントドラムにしたって、一通りのセットで

あれば相当場所を取るであろう…。

で、登場した drum mania は「ドラムパッ

ド」のタイプ。なるほどと思いました。見た

ことない方の為に説明しますと、かつてアル

フィーが「シンデレラは眠れない」という曲

で、初めて坂崎幸之助さんが真ん中でメイン

ボーカルを取ったときに、扱っていましたね

（…このほうが「見たことない」人、多いと

思うが(笑)）。つまりは、ドラムの叩く丸い面

のみが、一つの板に整列しているんですね。

これは、さすがにギターのゲームよりも「実

感」がありますよね。自分はリズムを取るの

が好きですし、どちらかというとギターより

は取っ付きやすいと感じて、やってみました。

…ム、ムズかしい…。

簡単な曲ではやり甲斐がない。かといって

難しい曲ではついていけない…。

なわけで、当初はあまりやらなかったんで

す。せいぜい、DDR の待ち時間にやったく

らいです。

ところが、このゲームの第２弾が出ました。

これには「ライセンス曲」が入りました。つ

まり、巷で流行った（流行っている）曲を、

ゲームに取り入れたわけです。

自分はこれをきっかけに、drum mania に

はまってしまうことになります。

きっかけになった曲は「 SUNNY DAY

SUNDAY」。ポカリスエットのＣＭでおなじ

みの「♪３９度のっ（ジャン）とろけそうな

日っ（ジャン）」ってヤツです。この曲、大好

きなんです。久々に積極的にＣＤを買い求め

ましたもの。その大好きだった曲が自分の手



で手軽に演奏できる。これをやらない手はな

いですよね。

なわけで、この曲の一番難しいレベルに挑

戦。それから次第に、ほかの曲もできるよう

になっていき、すっかりはまってしまうので

した。

現在、ギタフリは第６弾、ドラマニは第５

弾まで出ています。ビーマニはいくつかシリ

ーズが派生してますがメインシリーズは第６

弾、DDR も第６弾となっています。しかし、

ギター＆ドラムのサントラを聴くと特によく

感じるのですが、音楽のクオリティを常に上

げていて、それでいてマニアックになり過ぎ

ず、バランスよい選曲になっていて、普通に

聴いていても飽きが来ないと感じるのは、わ

たしだけではないようです。実際、ウチの親

に聞いてもらう機会があったのですが、「へー

これがゲームの音楽なの？」って言ってまし

た（もちろんドラムを叩くゲームだと知って

る状態でのコメントです）。

音ゲーと実際の楽器との関係

ギター、ドラム、キーボードといった「バ

ンド系」の楽器をモチーフにしたゲームをう

まくなるのに、実際の楽器ができた方がいい

のか、逆にゲームが上手くなったら、実際の

楽器が上手くなるのか、という質問を、尋ね

られたことがあります。

結論から言うと、実際の楽器ができる人の

ほうが、やはり音ゲーは上手いと思われます。

また、音ゲーができたからといって、実際

の楽器が上手くなるとは限らない、とも言え

るでしょう。

ただ後者については、「楽器に触れるきっか

けにはなる」という点では、音ゲーは十分役

割を果たすと思います。

実際の楽器ができる人がいきなりそのゲー

ムに触れても、やはりゲーム的に慣れていな

いと、なかなか上手いプレイにはならないも

のです。とはいえ、一度ゲーム的に慣れてし

まえば、当然ながら楽器に数多く触れている

というアドバンテージが力を発揮するようで

す。

ゲーム的にというのはすなわち、実際の楽

器ほど融通のきかない筐体に対して、自分の

身体を合わせていかなければならない、とい

うことです。例えば、ドラムであれば、パッ

ドの位置の調節ができません。それでも自分

にそのゲームが合わない、あるいは自分がそ

のゲームに合わせられないのであれば、その

ゲームに近づくことはやや難しいでしょう。

さて、逆の場合。つまり、ゲームが上手く

なったら、実際の楽器が上手くなるのか

それぞれの楽器に関しての基本操作がわか

らない場合、どうしても「ゲーム的に」慣れ

てしまっているので、実際の楽器に触れると

きには、多少の違和感を感じるのは間違いな

いと思われます。

…いささかトーンダウンしてしまいました

が、これは自分がそのような経験をしたこと

がないために、実感として伝えることができ

ないことによります。例えばドラムについて

は、まだドラムパッドでしか叩いたことはな

く、本物のドラムセットに身を投じたことが

ありません。当然生ドラムは、ちょっと触れ

ただけで、しかも電気を通さなくても、それ

なりの音が鳴る。また逆に、叩く面のどこを

叩いても同じ音にはならず、同じ音を出すの

にできるだけ同じ部分を叩く必要がある。こ

れだけの点を考えても、ゴム製のパッドより

は、繊細な扱いが必要であることは想像でき



るでしょう。

音ゲー→楽器への移行に際しての最大の違

いは、画面を見ながらかそうでないかという

こと、でしょう。もちろん実際の楽器を弾く

場合でも楽譜を見たりはしますが、本番の演

奏では、じっと楽譜を見ながら演奏というこ

とはあまりないですよね。それは、ある程度

譜面を頭の中にいれなければいけないという

ことも表しています。

これに対して、音ゲーは、基本的には画面

を見ながら…というスタイルになってます。

というよりは、通常のプレイヤーはそうであ

ると思います。ただ、上手くなりたい場合は、

インターネット等で譜面を手に入れ、譜面を

覚えることも実際には多いようです。反射神

経や動体視力が発達している人であれば、画

面を見ても反応できるかもしれませんが、上

級曲になるとそうもいかない場合がほとんど

です。そういう意味では、譜面を覚えなけれ

ばいけないような曲まで達したのであれば、

実際の楽器の演奏ができるという域に、また

一歩近づいたとも言えるのかもしれません。

音ゲーに触れてみて！

そう言えば、なぜこんなことを書くつもり

になったのか。もちろん、自分が好きである

からに違いはないのですが、書くということ

は、それを伝えたいからに他なりません。

伝えたい、それは、ゲームの楽しさと同時

に、演奏の楽しさということを伝えたかった

からです。

意外に触れる機会のない、バンド系の楽器。

それに比較的手軽に触れられる、よい機会だ

とは思いませんか？

人に見られているという恥ずかしさももち

ろんあります。でも、そこは友達と何人かで

やってみて、そこから始めましょう。

この先は、自分が drum mania 中心にプレ

イしているため、その視点で述べます。

最新のサントラのライナーノーツに、いい

こと書いてありました。無断で拝借します(爆)。

「こと音楽に関しては『僕たちは素晴らし

い時代に生きている！』と言えるのではない

だろうか。」

「僕たちは語りかけたい。今という時代の

恩恵に浴して身に付けた、音楽という世界の

共通言語で。そしてそれを愛する心で。」

今こうしている限りでは、自分たちは、好

きな音楽をチョイスして聞き、好きに演奏で

きたりもします。

そして、ドラムがなくても、クオリティの

高い音楽に乗せて、ドラムを叩くことができ

るのです。

音楽に関しては、楽しみを一つ増やしてく

れたなと、drum maniaに感謝しています。

自分は、自分の技術を上げるのと同時に、

一緒にやろうよ！っていう風に、やったこと

ない人でもとっつきやすいようにしてあげた

いって、常々思っています。だって、このゲ

ームについては、見てるだけじゃもったいな

いもの。とはいえ、実際にはなかなか声かけ

たりできないんですけどね。

最後は（というか全体的に）宣伝みたいに

なっちゃいましたが、ともかく一度プレイし

てみることをオススメします。「どんな曲から

やったらいいの？」っていう質問は…ちょっ

と全曲把握してないので答えられないのです

が(爆)、ライセンス曲の一部について自分な

りのガイドを作ってみましたので、初めての

方は参考になさってください。

それでは楽しい音ゲーライフを！



drum mania・カバー曲（ライセンス曲）一覧（日本盤のみ）
この一覧は、「もしかしたらこの中で聞きこんだ曲があれば、手をつけやすいかもしれないので、その曲の譜

面の特徴を載せておく」というのが主旨です。参考にしてみてください。

>>春～SPRING～（HYSTERIC BLUE）

「SUNNY DAY…」と並んで、自分の心を十分くすぐってくれた曲です。

オリジナル「ULTIMATE POWER」に出てきた、ロータム連打の中に他のパッドの裏打ち、というパターン

が、頻繁に出てきます。これも Extreme でクリアできると気持ちいいですよ。そんなに複雑ではないのでぜひ

気合でチャレンジを！

>>バンビーナ（布袋寅泰）

間奏のところがなかなかリアルに再現されていて、はじめは苦労する譜面だと思います。やはり原曲を知って

た方が有利でしょうね。これに慣れるとオリジナルの「Jet World」も見えてくるようになるかもしれません。

>>LOVE AFFAIR（サザンオールスターズ）

今のところ唯一のサザンの曲です。曲調も緩やかで、譜面もスタンダードでやりやすいので、とっつきとして

はオススメの１曲です。ちなみに自分はＤＭでやってから、実際のこの曲が好きになりました。

>>SUNNY DAY SUNDAY（センチメンタルバス）

センチバの出世作。のっけの「３９度のっ♪」で、うまく「ダダダ、ダダダ、ダッ」という３連符の感覚をつ

かめば、全体通してノリきれるでしょう。

途中のバスドラムやロータムのあたりは、原曲を聞いておくと参考になると思います。

>>ダイナマイト（SMAP)

珍しく、男性アイドル系の曲ですね。…といって、例えば女性ファンがつい飛びついてしまうようですが、は

っきりいって要注意！です。何しろ BASICでも、相当キツめの曲です。

>>愛のしるし（PUFFY)

ドンッ、ドンッ、ドンッ、ドンッ、と、乗りやすく叩きやすい曲です。

ただ、慣れてくると、その単調さに「緊張感が続かない」ということにもなり兼ねない譜面でもあります。

>>桜の時、ボーイフレンド（AIKO）

AIKO の曲は、比較的簡単な部類です。

桜の時(EXT)などは一部リズムが取りにくいかもしれませんが、原曲聞きこみでカバーできると思います。

>>LIAR! LIAR!（B'z）

B'z まで入ってます。押さえてますね～。Ext.は原曲に忠実な分、かなりバスドラムが難しくなってます。

一度、女性ドラマーで、完璧なプレイしている人を見ました。焦りました。

>>モンキーマジック、銀河鉄道９９９（ゴダイゴ）

モンキーマジックは、裏打ちのバスドラム以外は、比較的素直な譜面です。

９９９の方は、簡単そうな曲調なのに、思ったよりもハイハットやバスドラムが出てくるという印象ですね。

>>B'coz I Love You、My Sweet Darlin'（矢井田瞳）

「B'coz...」の方は、EXT.になるとハイハットの刻みがあるので、ちょっと難しいですね。最後にスネアの連

打もありますし。ハマると気持ちいいんですけどね。

「My Sweet Darlin'」は、全体としては打ちやすいと思います。



>>STAY AWAY（ラルク・アン・シエル）

ラルクのスペルは、アルファベットで打ちたくないなぁ…＜ぉぃ。最後の「ドコドコドコッ」っていうところ

で戸惑うくらいで、あとは超有名？な曲だから、何となくノリきってしまえると思います。え、いい加減？

>>Depend on you（浜崎あゆみ）

オリジナル「DEPEND ON ME」のアンサーソングと思った人多数(笑)。

Ext.でも全体的には難しくはないのですが、途中「ドコドコドコ×２」という６連符×２攻撃があります。

これができれば気持ちいいだろうなぁ…。←できないヤツ

>>MARIONETTE（BOOWY）

だから「φ」の字を書かすなちゅうに（謎）。えーと、布袋さん関連２曲目ですね。懐かしいけど、ちょっと

刻みが多くて大変かも。でも「ダイナマイト」よりは気楽に行けますよ。

>>天体観測（BUMP OF CHICKEN）

どこの台にいっても人気 No.1 の曲です。しかし、ひねくれ者のわたしは、一度しかプレイしたことありませ

ん(笑)。ということで解説もなし。各自楽しんでください♪

>>TRAIN-TRAIN（THE BLUE HEARTS）

ADVANCED あたりであれば楽しく叩けると思います。でも結構１６分４連打くらいは出てきます。

EXTREMEでは、ちょっと速いハイハットの連打に苦しむでしょう。

>>motto（JUDY AND MARY）

待望のジュディマリの曲です。しかし Ext.は「こんなに１６分で刻んでないだろうっ！」と、原曲重視の観点

からは不満の残る譜面ではあります。Adv.くらいが楽しんで打てる譜面です。

>>夏色（ゆず）

ＤＭ５では「最初に選んで！」ってヒヨコちゃんが鳴いている曲です。

Ext.でもそんなに難しくない譜面ですが、つなごうと思うと最後に落とし穴が…という曲です。

用語一覧

ここまで飛ばしまくってきたので、わかりにくい用語を出し過ぎたかもしれません。ここで一気に説明。

[ゲーム名について]…いずれもコナミの製品。

名称 カナ表記 略称 最新バージョン

Beat Mania ビートマニア BM、ビーマニ 6th,IIIDX...など
GUITAR FREAKS ギターフリークス GF、ギタフリ 6th
drum mania ドラムマニア DM、ドラマニ 5th
Keyboard Mania キーボードマニア KM、キーマニ 3rd

[レベルについて]…曲選択のときに、難易度は選べます。

名称 略称 意味 旧ドラマニでの名称

BASIC Bas. 簡単 Easy
ADVANCED Adv. 普通 Real
EXTREME Ext. 難しい Expert Real

[パッド・ペダルについて]…パッドは、手で叩くところ。ペダルは、足で踏むところ。

名称 カナ表記 場所 パッド＆画面での色

HI-HAT ハイハット 左端 水色

SNARE スネアドラム（スネア） 左から２番目 オレンジ

HI-TAM ハイタム 真ん中 緑

LOW-TAM ロータム 右から２番目 赤

SYMBAL シンバル 右端 水色

BASS バスドラム（バスドラ） 足踏みペダル ピンク


